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　1966年（昭和41年）6月30日（木）～7月2日（土）。「ザ・ビ

 ートルズ」というバンドの公演が日本武道館で行われました。

　その時、私は2歳だったので、ビートルズのことは知る由もあり

ませんでした。しかし、今になって、58年前の出来事を知り、思

 うところがいろいろとあります。

　例えば、ビートルズ4人の警備に要した警官動員数は、約8,500人という記録が残って

います。ビートルズ一人あたり約2,125人が警備したことになります。イギリスから来た

 4人のロックバンドに対して、ここまで厳重な警備体制をとったことは驚きです。

　ある学校では、「ビートルズの公演には絶対に行かないように」と先生に厳しく指導さ

 れた生徒もいたそうです。

　しかし、今では、ビートルズの曲は中学校・高校の音楽の教科書に多く載っています。

　また、演奏会場となった日本武道館は、「伝統的な武道の精神に反するビートルズには

 使わせない」という反応でした。

 　このことについてビートルズ（ポール・マッカートニー）は記者会見で、

　「僕たちは、日本の武道団が英国の王立劇場に出演しても、伝統を汚されたとは思いま

せん」と回答しています。「自国の伝統」を大切にするとともに「他国の文化」を重んじ

 た機知に富んだ発言でした。

　同じ記者会見で「あなたたちは富と名声を得たけれど、次に欲しいものは何ですか？」

と聞かれたビートルズ（ジョン・レノン）は、「PEACE」と答えましたが、記者たちはジ

 ョークだと思い笑いました。

　あれから58年。今もなお、ウクライナやイスラエルで戦争が続き、

 世界中が平和になっていません。戦争が絶えません。

　あの時、ビートルズは本気で「平和（PEACE）」を願って発言し

 ていたのです。

　あと42年後、ビートルズの「来日100周年」を迎える時には、ど

うか世界のすべての人々が「平和」を手にしていてほしいと願って

います。


